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蕪島におけるオオセグロカモメＬａｒｕｓｓｃﾉzjstjsagusの繁殖例

成田章

青森県立むつ養護学筏〒035青森県むつ市奥内栖立場１－１１０

青森県八戸市鮫町の蕪島（40.32'Ｎ，141'33E）は，国の天然記念物に指定されているウミネコ

Laruscrassirostrjsの繁殖地である．烏の面積は1.78ha，標高１７ｍであり，島全体が繁殖地で約４

万羽のウミネコが繁殖している．蕪烏はウミネコだけが繁殖する島といわれているが（成田1985)，

数年前から繁殖期にもオオセグロカモメＬ・schisZjsagusが観察されていた．著者は，1994年に島内

でのオオセグロカモメの繁殖を観察したのでその繁殖経過について報告する．また，繁殖時にウミネ

コに対してみられる攻撃的行動について記戦する．

調査は1994年６月４日，５日，１１日，１９日，２６日，７月３日，９日，１６日の計８日間行なった．抱

卵行動による長時間滞在と，滞在巣付近でみられるなわばり防衛行動によって巣を発見した．巣のわ

きに記号（Ａ，Ｂ，Ｃ）のついた木札を差し込み（以後，巣をそれぞれＡ巣，Ｂ巣，Ｃ巣と呼ぶ)，

繁殖経過を記録した．巣内での卵発見日に，巻き尺で巣の内径，ノギス，台秤，デジタルポケット計

量器を使用して卵の長径，短径，重iiiを計測した．また，Ａ巣では，なわばり防衛として生じる攻撃

的行動を記録した．Moynihan（1958)，Butler＆Janes-Butler（1983）にしたがい，攻撃的行動

をuprightaggressive（攻撃的直立姿勢)，Charge（突進)，Chase（追跡)，ｊａｂ（つつく），fight

(対立）に分類し，巣から約10ｍ離れた地点から定点観察した．定点観察の総観察時間は６時間であ

る．

オオセグロカモメが巣内で抱卵していた卵の大きさは，Ｔａｂｌｅｌのとおりである．卵の色は，黄

緑色の地色に茶褐色もしくは黒褐色の斑紋が多数みられた．卵の大きさや色は，オオセグロカモメの

ほかの報告（清棲1973，橋本１９９１；Tableｌ下段）と類似していた．卵の大きさはすべてウミネ

コの卵（成田1992）よりも大きかった．巣材は，３巣とも枯れ草や海草であった．また，巣の内径

はＡ巣が22.5ｃｍ，Ｂ巣が28.6ｃｍ，Ｃ巣が32.0ｃｍであった．巣材や巣の内径は，清棲（1973）のオ

オセグロカモメの巣と類似していた．

オオセグロカモメの繁殖が確認された巣の位置は，Ｆｉｇ．1のとおりである．Ａ巣はなだらかな草

原につくられていた．Ｂ巣，Ｃ巣は岩上にあり，Ｂ巣とＣ巣の巣間距離は約３ｍであった．ウミネコ

の巣はオオセグロカモメの周辺に多数あり，股も近い巣との巣間距離は約70ｃｍであった．

Ａ巣での卵発見日は６月４日であり，３卵が産卵されていた．６月19日には卵数が２卵になり，６

月19日には１卵になり，７月３日に卵すべてが巣内から消失していた．

Ｂ巣の卵発見日は６月19日であり，巣内卵数は２卵であった．７月３日に巣内卵数が１卵になり，

７月16日には巣内で卵が消失し，巣から約１ｍ離れたところで卵殻の一部が破損した状態で放置され

ていた．

Ｃ巣の卵発見日は６月19日であり，巣内卵数は３卵であった．７月３日に３卵すべて卵殻の一部に
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小さな穴が開いており，ヒナがくちばしを動かし，卵歯で卵殻を壊す行動が見られた．７月９日には

2羽のヒナが生存しており，１羽のヒナが巣内で死亡していた．７月16日にはこの巣の内部やその周

辺にヒナが発見されず，また繁殖個体も発見されなかったので，繁殖に失敗したものと思われた．

オオセグロカモメの巣の周辺には多数のウミネコの巣が近接していた．ウミネコがＡ巣へ近づいた
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場合，繁殖個体はなわばり防衛としての攻撃的行動を示した．６時間の行動観察で，３８回攻撃的行動

を行なっていた．攻撃的行動の内訳は，Charge35回，uprightaggressivel回，ｊａｂｌ回，fight１

回であり，大部分が接触のない威嚇行動であった．オオセグロカモメの攻撃的行動に対して，ウミネ

コは飛び去る18回，歩いて逃げる18回，uprightaggressivel回，fight１回といった反応を示した．

uprightaggressive，fightの後にウミネコは歩いて逃げる行動を示した．逆に，オオセグロカモメ

がウミネコの巣へ近づいた場合，ウミネコに攻撃されることはなかった．これらのことから，オオセ

グロカモメはウミネコよりも優位であることが示唆された．
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